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１ 千葉県立病院改革プラン

（１）プラン概要

（２）22年度収支計画と実績
（３）22年度実績の主なポイント

２ これまでの主な費用削減の取組み
（１）材料費の縮減
（２）経費の縮減
（３）医療機器購入費の縮減

３ 平成23年度上半期の状況（収益）
（１）上半期の医業収益の前年度比較
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① 経営の効率化に係る計画 ⇒ 収入確保策や経費削減策、民間的経営手法の導入、施設整備等を記載

各病院の収支計画 （単位：百万円）

※ ７病院合計で ２３年度に ２億５５００万円の黒字化 予定
※ 病院局全体（経営管理課含む）で ２５年度に １億７３００万円の黒字化 予定 （金額は消費税込み）

② 再編・ﾈｯﾄﾜｰｸ化
⇒

③ 経営形態の見直し ⇒ 非公務員型の独立行政法人などへの移行について課題等の整理を行い、経営
形態の見直しについて検討

病院名 がん 救急 精神 こども 循環器 東金 佐原 小計 経営

管理課

合計

２３年度 ５６９ ２１４ ２０７ １６９ △３７５ △３６７ △１６２ ２５５ △７０９ △４５４

（26年度）
１５６

（24年度）
６

(25年度)
１７３

東金病院：東金市、九十九里町による地域医療ｾﾝﾀｰ開設時（26年4月予定）に引継予定
佐原病院：国保小見川総合病院との再編・ﾈｯﾄﾜｰｸ化について、今後協議予定

（１）改革プラン概要

１ 千葉県立病院改革プラン（H21年３月策定）
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改革プランの収支計画（収益的収支）

△４５４△１，０１７△１，６９６経常損益

３９，１０１３８，６６５３８，９８９医業費用費
用

２０，３５８１９，９５９２０,０１５（職員給与費）

３９，６３７３８，６４８３８，３３７経常収益

９，５６８９，４６１９，３８２（材料費）

９９０１，０００１，０４４医業外費用

収
益

４０，０９１３９，６６４４０，０３２経常費用

区分 ２１年度計画 ２２年度計画 ２３年度計画

医業収益 ２８，４９２ ２８，８４０ ２９，４３０

（入院収益） ２０，２７５ ２０，４５４ ２０，９１４

（外来収益） ７，８０３ ７，９８８ ８，１１８

医業外収益 ９，８４５ ９，８０８ １０，２０７

（単位：百万円）
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（２）22年度収支計画と実績

２，１４９１，１３２△１，０１７経常損益

６０９１０，０７１９，４６１（材料費）

３６１，０３５１，０００医業外費用

３７１２０，３２９１９,９５９（職員給与費）

６５２４０，３１６３９，６６４経常費用

６１６３９，２８１３８，６６５医業費用費
用

収
益

区分 計画 ① 実績 ② 差引 ②-①
医業収益 ２８，８４０ ３０，６２８ １，７８８

（入院収益） ２０，４５４ ２１，２１９ ７６５

（外来収益） ７，９８８ ９，００７ １，０１８

医業外収益 ９，８０８ １０，８２１ １，０１３

経常収益 ３８，６４８ ４１，４４８ ２，８０１

（単位：百万円）
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区分 計画 ① 実績 ② 差引 ②-①
収
益

医業収益 ２８，８４０ ３０，６２８ １，７８８

入院収益 ２０，４５４ ２１，２１９ ７６５

外来収益 ７，９８８ ９，００７ １，０１８

その他 ３９８ ４０２ ４

医業外収益 ９，８０８ １０，８２１ １，０１３

他会計負担金 ９，５４２ １０，２８６ ７４４

国（県）補助金 ５２ １３０ ７９

その他 ２１４ ４０４ １９０

経常収益 ３８，６４８ ４１，４４８ ２，８０１

（単位：百万円）
収益の詳細
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区分 計画 ① 実績 ② 差引 ②-①
費
用

医業費用 ３８，６６５ ３９，２８１ ６１６

職員給与費 １９,９５９ ２０，３２９ ３７１

材料費 ９，４６１ １０，０７１ ６０９

経費 ６，５１８ ６，１７１ △３４７

減価償却費 ２,５３４ ２，５４９ １５

その他 １９３ １６１ △３２

医業外費用 １，０００ １，０３５ ３６

支払利息 ６２６ ５８２ △４４

その他 ３７４ ４５４ ８０

経常費用 ３９，６６４ ４０，３１６ ６５２

経常損益 △１，０１７ １，１３２ ２，１４９

（単位：百万円）
費用の詳細
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病院名 計画 ① 実績 ② 差引 ②-①
がんセンター ５６９ １，２７０ ７０２

救急医療センター １６４ ５４８ ３８４

精神科医療センター ２１４ ２６２ ４８

こども病院 １４８ ８１８ ６７０

循環器病センター △６４２ △７６４ △１２２

東金病院 △４５０ △３７５ ７５

佐原病院 △２８９ △１１１ １７８

病院計 △２８６ １，６４９ １，９３５

（単位：百万円）

病院別収支計画と実績（経常損益）
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ア 入院収益
○２２年度計画 20,４５４百万円 実績 21,219百万円
・計画に対して ＋ 765百万円
・入院患者数は計画に満たなかったものの、前年度より増加。
入院単価の伸びが大きかったため、計画を上回った。

延入院患者数（7病院計） 計画 355,404人 実績 352,945人 △2,459人
入院単価（7病院平均） 計画 57,551円 実績 60,121円 ＋2,570円

イ 外来収益
○２２年度計画 7,988百万円 実績 9,007百万円
・計画に対して ＋1,018百万円
・外来患者数は計画に満たなかったものの、前年度より増加。
外来単価の伸びが大きかったため、計画を上回った。

延外来患者数（7病院計） 計画 499,946人 実績 499,635人 △311人
外来単価（7病院平均） 計画 15,978円 実績 18,026円 ＋2,048円

（３）２２年度実績の主なポイント（収益）
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平成１６年度からの推移（延入院患者数・延外来患者数）
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平成１６年度からの推移（入院単価・外来単価）
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平成１６年度からの推移（病院別延入院患者数）
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平成１６年度からの推移（病院別延外来患者数）
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ウ 職員給与費
○２２年度計画 19,959百万円 実績 20,329百万円
・計画に対して ＋ 371百万円
・職員の増、給与減額措置の終了、共済負担率の引き上げ

等により、計画より増加した。

エ 材料費
○２２年度計画 9,461百万円 実績 10,071百万円
・計画に対して ＋609百万円
・薬品及び診療材料の共同購入に取り組んでいるが、

がんセンター、救急医療センター、こども病院における

薬品費及び診療材料費の増加等により、計画より増加

した。

２２年度実績の主なポイント（費用）
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オ 経費
○２２年度計画 6,518百万円 実績 6,171百万円
・計画に対して △347百万円
・２１年度実績より増加したものの（＋１４６百万円）、対医業収益
では抑制傾向にあり、計画を達成した。

２０．１

２０．４

３８．９

２３．９

１８．２

１５．２

１９．０

１６．４

２２年度実績病院名 ２０年度実績 ２１年度実績

がんセンター １９．８ １８．５

救急医療センター ２０．３ ２１．４

精神科医療センター １６．３ １５．４

こども病院 １９．７ １９．１

循環器病センター ２２．３ ２２．１

東金病院 ４６．８ ３９．１

佐原病院 ２２．１ ２１．２

病院局計 ２２．３ ２１．３

※病院局計には経営管理課分を含む。

病院別経費比率の推移（対医業収益） （単位：％）



15

平成１６年度からの推移
（給与費･材料費・経費・減価償却費の対医業収益比率）
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カ 主な指標の推移

69.2

74.6
97.4

22年度
計画 C

69.4

74.2
98.0

21年度
実績 B

21年度
計画 A B－A

22年度
実績 D D－C

23年度
計画

経常収支比率 95.8 2.2 102.8 5.4 98.9

医業収支比率 73.1 1.1 78.0 3.4 75.3

職員給与比率 70.2 △0.8 66.4 △2.8 69.2

(単位：％）

⇒いずれも２３年度計画値を１年前倒しで達成
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（参考）内部留保資金の推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

内部留保資金の年度末残高百万円



18

（１）材料費の縮減
○ 薬品の共同購入
・平成14年度下期分から共同購入実施

・平成20年度・・・薬価差益額 499百万円(一般薬）

・平成21年度・・・薬価差益額 605百万円（一般薬）

・平成22年度・・・薬価差益額 726百万円（一般薬）

・平成23年度（上半期）・・・薬価差益額 367百万円（一般薬）
（下半期）・・・薬価差益額 409百万円（一般薬）

他県の状況を踏まえ、上半期と下半期に分けて共同購入を実施。
半年分の購入予定額に対する参考見積を対象業者（５社）から取り、
値引率の高い３社を指名対象としている。

２ これまでの主な費用削減の取組み
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○ 診療材料の共同購入
・平成14年度からシリンジ（注射筒）について共同購入実施

・平成18年度・・・7病院の購入額上位卸9社について、本課
で一括価格交渉 △１４０百万円

・平成19年度・・・コンサルと連携した購入額削減の取組み
△１１７百万円

・平成21年度・・・ ７品目を対象に共同購入を実施
吸引カテーテル、マスク等６品目を追加

△４.６百万円
・平成22年度・・・ １２品目を対象に共同購入を実施

ラテックスグローブ等６品目を追加、ペーパータオルを除外

△１３百万円

・平成23年度・・・ ９品目を対象に共同購入を実施
弾性ストッキングを追加、マスク等４品目を除外

△１百万円
※縮減効果額は前年度購入単価ベースとの比較
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（２）経費の縮減
○ 委託業務の見直し
・平成21年度・・・建物管理業務、洗濯業務について集約化

エレベーター保守等について、本課による
一括契約
エレベーター保守、消防設備保守、電気工作物保守

△10百万円
・平成22年度・・・医療廃棄物処理業務について、入札参加

資格の見直し
中間処理場・最終処分場の要件を隣接県まで拡大

△25百万円

※ 複数年契約の推進
清掃業務（16年度～）、給食業務（17年度～） 等
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（３）医療機器購入費の縮減
○ 機種選定方法・入札方法の見直し
・平成21年度・・・より競争性を高め安価に購入するため

一般競争入札に当たり、複数機種選定
を導入
※22年度は一般競争入札の約43％に適用

・平成22年度・・・複数の病院で同種の機器を購入する
場合にスケールメリットを生かして安価
に購入できるよう本課で一括して入札を
行う制度（共同購入）を医療機器にも導入
ベッド、超音波診断装置、人工呼吸器など

６機種を対象に実施 △20百万円
※縮減効果額は直近の購入価格等との比較
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４．８%７２８１５，７９９１５，０７１医業収益

８．６%１７２１４１９７その他医業収益

５．５%２４２４，６６４４，４２２外来収益

４．５%４６９１０，９２１１０，４５２入院収益

２．１%８，８８９４３３，４９３４２４，６０４計

２．５%６，１７１２５５，３６７２４９，１９６延外来患者数

１．５%２，７１８１７８，１２６１７５，４０８延入院患者数

増減率増減平成２３年度平成２２年度

（単位:人、百万円､%）

（１）上半期の医業収益の前年度比較

３ 平成２３年度上半期の状況（収益）


